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緩
速
ろ
過
を
研
究
す
る
と
、
テ
ム
ズ
水
道
を
訪
問
し
た
く
な
る
。 

雑誌の印刷は白黒、元のカラー写真にし、少し追記した 

 

テムズ水道では、1985 年に、 
標準ろ過速度 4.8m/d の倍 9.6m/d での 
実証試験をしていた。 

１
９
７
０
年
代
、
化
学
薬
品
を
使
わ
な
い
安
全
な

浄
化
処
理
の
緩
速
ろ
過
が
再
認
識
さ
れ
だ
し
た
。 



 

 

ろ
過
閉
塞
指
標
は
、
標
準
化
損
失
水
頭
を
使
っ
て
い
た
。 

ロンドンのテムズ水道は、汚れたテムス河
の水を、人工の貯水池で約 1 月間貯留し、
それから緩速ろ過をしていた。 

世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
標
準
化
損
失
水
頭
を

日
本
で
も
使
う
よ
う
に
と
解
説
。 



 

 

1992 年 8 月にスペインでの国際陸水学会の前に、
ロンドンのテムズ水道を訪問した。 

1992 年は貯水池で繁殖したプランクトン
対策で、マイクロストレーナ―を用いてい
たが、後に、急速粗ろ過に変更した。 

上
田
市
の
流
入
河
川
の
栄
養
塩
濃
度
は
、
テ
ム
ズ
と
比
べ
る
と
、
少
な
か
っ
た
。 

上
田
市
で
の
緩
速
ろ
過
研
究
の
成
果
を
国
際
会
議
で
発
表 



 

 

水温が高い期間はろ過池では糸状緑藻クラドホラが大繁殖し、除くのが
大変だった。厄介な藻ブランケット・ウイードと言っていた。 

日
本
で
も
、
夏
期
に
長
期
間
ろ
過
継
続
す
る
と
糸
状
緑
藻
が
繁
殖
。 

薬品を使わない水源での
プランクトン対策。 

薬品を使わない急速ろ過 

生
物
屋
の
実
験
室
が
あ
る
レ
イ
ズ
バ
リ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー 



 

 

グ
ラ
ハ
ム
先
生
の
お
陰
で
、
英
国
か
ら
助
成
金
を
も
ら
え
、
テ
ム
ズ
水
道
の
調
査
が
で
き
た
。 

テムズ水道は緩速ろ過を研究する人にとり特別の場所。 

補助金は研究する人を応援するため。全額を補助しない。足りない
なら、別のお金と合わせて遂行をすることを勉強した。 



 

 

補助金で研究経費の全額をカバーしたら、補助金を出した側の研究。 

藻
類
屋
の
私
は
、
テ
ム
ズ
水
道
で
、
捕
食
動
物
の
役
割
の
重
要
性
に
気
づ
い
た
。 

緩速ろ過池は、あらゆる生物群集が活躍する生態系
と考える必要があった。 



 

 

グラハム、中本、フィル・レントン（テムス水道の生物屋） 

海
外
調
査
で
は
自
分
で
全
て

持
参
す
る
の
が
鉄
則
。 

真冬でも、水温が 5 度程度。真夏で
も、高緯度のロンドンは、暑くない。 

珪
藻
は
初
期
に
繁
殖
し
て
い
た
が
捕
食
者
に

直
ぐ
に
食
べ
ら
れ
て
い
た
。 



 

 

 

ロンドン市北東部のリー河と貯水池、
カッパーミル浄水場がある。 

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
対
策
で
急
速
粗
ろ
過

が
導
入
さ
れ
て
い
た
。 

夏
の
ろ
過
池
は
藻
類
量
が
少
な
く
、
冬
は
捕

食
動
物
の
活
性
が
悪
く
、
藻
が
多
か
っ
た
。 

私の藻類被膜採取道具は、糸状珪藻メロシラには最適。
しかし、糸状緑藻の採取は不完全だった。 



 

糸状緑藻には、小判珪藻が多数付着
していた。 

夏
は
捕
食
動
物
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。 

上
田
市
と
比
べ
る
と
、
栄
養
塩
濃
度
は
、

と
ん
で
も
な
く
、
濃
か
っ
た
。 

テムス水道ではろ過速度を速める実証試験をしていた。 



 

テムス水道ではろ過速度を速くしろ過抵抗がどうなるか
を調べていた。 

テ
ム
ズ
水
道
で
は
、
全
て
の
浄
水
場
で
、

１
日
に
９
・
６
ｍ
の
ろ
過
速
度
に
し
た
。 

ろ過速度が遅いと、酸素の日変化が大きい。 
生物が多いと、夜明けに酸素不足になりやすい。 



 

テムズ水道は、パイロット試験だけでなく、本物のろ過池を
使って実証試験をしていた。 

活
性
炭
投
入
試
験
も
現
場
で
行
っ
て
い
た
が
、

そ
の
後
は
、
止
め
た
よ
う
だ
。 

砂
山
の
砂
を
手
に
と
る
と
、
大
き
な

砂
も
入
っ
て
い
た
。 

毎回、学生らに声をかけ、飛行機代だ
けを援助した。 



 

冬は、学生らは、観光シーズンでないので行きたが
らなかった。そこで、娘を連れて行った。 

テ
ム
ス
水
道
の
調
査
で
、
ろ
過
池
は
生
物
群
集
に

よ
る
浄
化
と
確
信
し
た
。 

『おいしい水のつくり方―２』は唯一の技術解説本だ。
全ページカラーで、写真が豊富。 


